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平成３０年度 校内研修報告書
学校名 藤岡市立小野中学校

住 所 藤岡市立石４０７番地

校長名 吉崎 仁

Ⅰ 研修主題

学びをもとに、主体的に判断・表現できる生徒の育成

－生徒に学びのつながりを意識させるつなぎ教材の活用を通して－

Ⅱ 研究の概要

１ 主題設定の理由

昨年度、「学びをもとに主体的に判断・表現できる生徒の育成－ねらいにせまる協働的な学びを通し

て－」という研究主題を設定し、各教科における目指す児童生徒像をより具体的にしたうえで授業実践

を行った。小野小・中学校それぞれで授業公開を行い、他校の教員の意見も取り入れながら授業検討を行

うことで、研究主題にせまるための授業改善を図ることができた。また、各教科における協働的な学び

を手立てとして本時のねらいにせまる授業実践をまとめ、全体で共有することで、成果及び次年度への

課題を明らかにした。成果としては、協働的な学びの質を高めることを意識した授業実践を日常的に行

うことで、話合い活動を積極的に取り入れ、生徒の主体的な学びを導こうとする教員の意識に大きな向

上が見られたこと、課題としては、判断力・表現力を高めることをねらいとして話合いの形態（拡散型

・収束型・分類型・組立型）を十分工夫することができなかったことが挙げられた。また、次期学習指

導要領の改定ポイントでは、主体的・対話的で深い学びが示され、協働的な学びの質を高めることが求

められており、そのことも踏まえて次年度の研修を進めることとなった。

そこで、本年度は、昨年度までの取組を踏まえるとともに、特に「つなぎ教材」の新規作成・改善や、

そのつなぎ方を分類・整理し、教員が学びのつながりの有効性を再確認し、生徒に学びのつながりを意

識させる授業改善を図ることで、主体的・対話的で深い学びを導き、生徒の判断力・表現力を伸ばしたいと

考え、本主題を設定した。

２ 研究のねらい

９年間の学びのつながりを意識した学習指導系統表やつなぎ教材を活用しつつ、授業のスタンダー

ドを意識した実践を行うとともに、特につなぎ教材の新規作成・改善や、つなぎ方を意識した授業

改善を行うことで、「学びをもとに、主体的に判断・表現できる生徒」を育てることができること

を、授業実践を通して明らかにする。

３ 研究の内容と方法

（１）研究内容

① ９年間のつながりを生かした授業づくり

・教科ごとに作成した学習指導系統表を活用し、その授業が小学校も含む過去のどの単元とつなが

っているか、また、これから先のどの単元とどのようにつながっているかを意識して、授業づくり

を行う。また、生徒の実態から見た課題を明確にし、強化が必要な単元等を単元配列表の中に色を

付けるなどして分かりやすくする。

・学習指導系統表の中に単元ごとに重点とする言語活動を位置付け、つながりのある指導により思

考力等の育成を図る。

・授業のスタンダードを基本とする授業展開を行う。それぞれの教科の特性を考慮しつつ、学年や

学級が変わってもより多くの子どもが見通しをもって主体的に学習に取り組みやすくする。
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・それぞれの教科の特性を生かした手立てを工夫し、言語活動の設定、課題･発問の工夫、支援の

工夫、評価の工夫を行う。

②「つなぎ教材」を活用した授業づくり

・「つなぎ教材」を、１．新たな学習内容などを扱うとき、日常生活との関連やモデル化、他の教

材に置き換えて指導したほうがよい場合に用いる「概念導入型」、２．前の学習との間に時間的な

隔たりがあったり、学習内容の定着が悪いと考えられたりする場合に用いる「復習型」、３．次の

学習内容との間に飛躍があるため、発展的な内容を取り入れたほうがよい場合に用いる「発展型」、

の３つの型に分類し、授業のスタンダードの４つの場面（めあてをはっきり、課題をじっくり、ま

とめをはっきり、振り返りをみっちり）の中で効果的に活用し、学習内容の系統性のギャップやつ

まずきやすい内容の段差を解消し、学習内容の理解を深める授業展開を行う。

（２）研究方法

① めざす子ども像の共通理解

昨年度の校内研修の成果と課題を全体で確認し、年間計画とともにめざす子ども像の共通理解

を図る。

② モデル授業

年度始めには、今年度から赴任した職員にも研究の具体的な取組を知ってもらうために、全職員

が、国語・数学・理科の３つの部会に分かれ、つなぎ教材を活用したモデル授業を参観する。授業

研究会を経て全職員に研究の内容を周知させ、疑問点がある場合は解消していく。

③ 計画訪問

計画訪問の前には、小中合同研修会で指導案検討会を行い、小学校の担当教諭との意見交流を

深め、つなぎ教材の活用、９年間の系統、協働的な学びの質を高めることを意識して、指導案を

練り上げていく。主な学習活動の中でつなぎ教材を活用していくことを基本とし、指導案には、

どの型のつなぎ教材をどの学習過程で活用していくか明記し授業に臨む。その後、授業研究会を

行う。また、小学校の計画訪問時には教師全員が小学校の授業を参観し、各自の参観記録を読み

合うことで連携型小中一貫校としての意識を高めていった。

④ 一人１研究授業

年度の後半には、計画訪問での成果と課題を意識した一人１研究授業を行う。教科等が関連して

いる３つの部会を作り、指導案検討、授業実践・参観、放課後に行う授業研究会で、さらなる授業

改善を図っていく。それぞれの部会で職員が集まれるように、教務主任と連携し、週案を調整する。

指導案に目指す生徒像を示し、具体的な姿をもとに手立ての有効性について協議した。

４ 研究の経過

4/ 5 本校の取組についての共通理解、教科部会における指導の重点の確認 等
4/24 授業スタンダードの共通理解 モデル授業実施

・２年 国語「タオル」篠﨑巧教諭

・３年 数学「多項式」清水みなみ教諭 理科「運動とエネルギー」櫻井大起教諭

5/21 小中合同研修 ・小野中計画訪問に向けた授業構想シート検討

6/ 4 小中合同研修 ・小野小計画訪問に向けた授業構想シート検討

6/12 第1回校内研修に関わるアンケート実施（生徒・教員）

6/20 小野中計画訪問 教科部会ごとに授業参観

7/ 6 小野小計画訪問 授業入れ替え授業参観 「小野小に行ってきました」作成

8/21 小中合同研修 「つなぎ教材」講演会 深谷市教育委員会学校教育課 吉田課長

9～2月 一人１研究授業

10/22 「夢に向かってかがやく子」育成アクションプラン学年版検討

1/21 教科部会 「年間指導計画」、「系統一覧表」、「指導の系統」の朱入れ



- 小野中 3 -

1/30 第2回校内研修に関わるアンケート実施（生徒・教員）

2/18 小中合同研修 １年のまとめ 教科部会 指導の振り返り 次年度の教科指導の重点

2月末 ＣＲＴ分析 次年度の校内研修の方法、計画検討

3月末 「研修のまとめ」（略案＋実践の報告書）の作成完了・配布

５ 主な実践

○「学びのつながりを意識させるつなぎ教材の活用」を意識した授業づくり

・平成３０年４月２４日（火曜日） 国語 指導者 篠﨑 巧

単元名 言葉が照らし出す 物語「タオル」

小学校から継続して使用している「学びのつながりブック」を活用し、本時の授業を通してどん

な力が身に付くかを明確にすることで「めあて」に対して主体的に取り組むことができるようにす

る。小学校の学習内容と比較し、小学校で身に付けたどのような力を活用し、どのような力を伸ば

していくのかを実感をもってつかめるようにした。

・平成３０年１１月２６日（月曜日）数学 指導者 清水 克也

単元名 「平行と合同」

授業の導入では、図形の基本事項をフラッシュカードにより生徒に説明させたり、宿題の解答を

説明させたりして、自分から取り組もうとする意欲を高めた。生徒同士で説明し合う場面ではまず

自分の考えをもたせ、そして二人組になって相手に口頭で証明を伝える場面を設定した。次に、多

くの生徒同士が互いに教え合い理解を深められるような段階を設けた。証明を言うときには、生徒

が抵抗なく取り組める形式が決まっている簡単な問題を中心に行ったり、記録表を設けて複数回説

明をすることに対する意欲付けを行ったりした。

○「研修のまとめ」（報告書）の作成

学びのつながりを意識させるつなぎ教材の活用がどのように生徒の主体的な判断・表現につなが

ったのか、授業の概要、成果と課題をまとめた報告書を作成した。教科におけるめざす子ども像や、

つなぎ教材の型とそれを用いる学習過程を併記し、成果と課題がわかりやすい報告書にした。計画

訪問と一人１研究授業で授業改善が終わるのではなく、継続して改善を考えることで、教員の意識

の向上を図ることができた。また、実践内容を共有することで、優れた手立てについて理解を深め

ることができた。

Ⅲ 研究実践の成果と課題

○全教員が、「課題をじっくり」の場面で、「つなぎ教材」を活用する授業実践を日常的に行ったこと

で、生徒がこれまで学んできたことを生かす授業、学びのつながりを意識した授業になった。

○教職員の半数程度が入れ替わった中でも、授業スタンダードや学びのつながり、つなぎ教材の活用

を意識したモデル授業を公開し授業研究会をすることで、研修テーマに沿った授業づくりを全員が

実践できた。年度末に行ったアンケートでは、授業はわかりやすかったと答えた生徒が92.3％（よ

くあてはまる＋ややあてはまる）に達し、学びのつながりを意識することが授業のわかりやすさに

つながることが確かめられた。

●「課題をじっくり」の部分でつなぎ教材を活用する意識が高まったが、「めあて」に対する「ま

とめ」の整合性をとるところや、課題が早く終わった生徒への複線型指導の充実、振り返り

の時間の確保、などの部分に課題がある。

●小中合同研修を効果的に活用し、お互いの授業公開・研究会を通して、学びのつながりやつ

なぎ教材について相互理解を深めていく。

●モデル授業や授業公開などを通し、年度が変わっても、授業スタンダードと9年間の学びのつなが

りを意識した授業やつなぎ教材を活用した授業づくりが継承されるようにする。
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Ⅳ ＣＲＴ学力テストの結果分析及び次年度の学力向上対策の方向性
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H30校内研修資料

つなぎ教材の3つの型

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

めあてをはっきり 課題をじっくり まとめをしっかり 振り返りをみっちり

つなぎ教材の位置づけ

授業のスタンダードの中で

「つなぎ教材」とは

Ａタイプ
概念導入型

新たな学習内容などを扱うとき、日
常生活との関連やモデル化、他の教
材に置き換えて指導したほうがよい
場合

Ｂタイプ
復習型

前の学習との間に時間的な隔たりが
あったり、学習内容の定着が悪いと
考えられたりする場合

Ｃタイプ
発展型

次の学習内容との間に飛躍があるた
め、発展的な内容を取り入れたほう
がよい場合



Ｈ３０校内研修アンケート第２回　評価結果（藤岡市立小野中学校） 実施日：2019/1/30

色分け 90%以上 85%未満 つなぎ教材

Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ＋Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ

机の上をきちんと整理して授業を受けた。
生徒 65.1% 32.4% 97.5% 2.5% 0.0% 2.5% 95.7% 4.3% 97.7% 2.3% 99.0% 1.0% 97.0% 1.0% 96.0% 4.0%

授業で机の上を整理するように指導しましたか。
「授業で大切にしたい３つのこと」 教職員 45.5% 45.5% 90.1% 9.1% 0.0% 9.1% 90.0% 4.0% 95.5% 4.5%

自分の考えや先生の話をメモしながら授業の
ノートをしっかりとった。 生徒 35.6% 55.6% 91.2% 8.5% 0.4% 8.9% 89.1% 10.9% 93.2% 6.8% 91.3% 7.7% 91.0% 7.0% 89.0% 11.0%

授業でノートを活用するように指導をしました
か。「授業で大切にしたい３つのこと」 教職員 54.5% 31.8% 86.4% 9.1% 0.0% 9.1% 90.0% 9.0% 100.0% 0.0%

話合いのルールを守って、話合い活動を行っ
た。 生徒 38.7% 54.9% 93.7% 5.3% 0.4% 5.6% 92.4% 6.5% 93.2% 6.8% 95.2% 3.8% 94.0% 5.0% 93.0% 7.0%

話合いでは、互いの良さを認め合える指導をし
ましたか。「授業で大切にしたい３つのこと」 教職員 31.8% 63.6% 95.5% 4.5% 0.0% 4.5% 90.0% 9.0% 95.5% 4.5%

授業のはじめに「めあて」が示され、授業で何を
学習するかつかめた。 生徒 63.7% 33.5% 97.2% 2.8% 0.0% 2.8% 94.6% 5.4% 96.6% 3.4% 100.0% 0.0% 95.0% 3.0% 95.0% 5.0%

授業の始めに、ねらいにそっためあてを示しまし
たか。「めあてをはっきり」 教職員 68.2% 22.7% 90.9% 9.1% 0.0% 9.1% 85.0% 13.0% 95.4% 9.5%

授業では、小学校の学習や、これまで学んでき
たことを生かして、考えた。 生徒 42.3% 52.5% 94.7% 4.6% 0.7% 5.3% 96.7% 3.3% 92.0% 8.0% 95.2% 3.8% 93.0% 4.0% 89.0% 11.0%

つなぎ教材（ことばも含む）を活用して、日常的
に生徒に学びのつながりを意識させましたか。 教職員 45.5% 50.0% 95.5% 4.5% 0.0% 4.5% 86.0% 13.0% 86.4% 13.6%

授業では、これまで学んだことを生かして、進ん
で話合い活動することができた。 生徒 29.6% 61.3% 90.8% 8.5% 0.7% 9.2% 88.0% 12.0% 94.3% 5.7% 90.4% 9.6% 85.0% 13.0% - -

生徒が話合いや自力解決により、課題に対してじっく
り取り組むための工夫を行いましたか。「課題をじっく
り」

教職員 31.8% 50.0% 81.8% 18.2% 0.0% 18.2% 76.0% 22.0% - -

授業では、自分の考えを発表する機会があっ
た。 生徒 52.8% 39.4% 92.3% 7.7% 0.0% 7.7% 85.9% 14.1% 94.3% 5.7% 96.2% 3.8% 92.0% 5.0% 98.4% 1.6%

生徒が意見を発表する機会を積極的に取り入
れましたか。 教職員 31.8% 54.5% 86.4% 13.6% 0.0% 13.6% 86.0% 13.0% 100.0% 0.0%

課題が早く終わったときには、新しい課題があっ
た。 生徒 38.7% 49.6% 88.4% 10.9% 0.7% 11.6% 83.7% 16.3% 90.9% 9.1% 90.4% 9.6% 93.0% 5.0% - -

課題が早く終わった生徒を待たせない複線型指
導を行いましたか。 教職員 31.8% 45.5% 77.3% 22.7% 0.0% 22.7% 72.0% 18.0% - -

授業で学んだことを、自分の言葉でまとめた。
生徒 20.1% 53.5% 73.6% 24.3% 1.1% 25.4% 68.5% 30.4% 78.4% 21.6% 74.0% 24.0% 86.0% 11.0% 92.3% 7.7%

授業で学んだことを、自分の言葉でまとめさせるなど、
思考力・表現力の育成を図りましたか。「まとめをしっ
かり」

教職員 9.1% 72.7% 81.8% 18.2% 0.0% 18.2% 85.0% 13.0% 86.4% 13.6%

授業で学んだことを、振り返った。
生徒 35.2% 50.0% 85.2% 13.0% 1.4% 14.4% 80.4% 18.5% 85.2% 14.8% 89.4% 10.6% 88.0% 10.0% 87.7% 12.3%

振り返りの質を高める工夫を行いましたか。「振
り返りをみっちり」 教職員 22.7% 54.5% 77.3% 22.7% 0.0% 22.7% 81.0% 18.0% 95.4% 4.5%

授業はわかりやすかった。
生徒 40.5% 51.8% 92.3% 7.0% 0.4% 7.4% 89.1% 10.9% 94.3% 5.7% 93.3% 5.8% － － - -

生徒の実態に合わせたわかりやすい授業づくり
をしましたか。 教職員 31.8% 63.6% 95.5% 4.5% 0.0% 4.5% － － - -
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H２９
 評価項目 対象

第２回全校 第１回全校１年 ２年 ３年

＜問１～４＞ 

○「授業で大切にしたい３つのこと」や、授

業スタンダードーの「めあてをはっきり」ま

での項目値が第１回 より全体的に上昇し

ている。今年度本校に転任してきた先生方

にも授業スタンダードを意識した授業づくり

が定着したと考えられる。 

●よくできているノートを紹介したり、意識

しているノート指導について共通理解を

図ったりして、来年度の学力向上につなげ

ていく必要がある。 

＜問５・６＞ 

○本年度の校内研修のサブテーマである、

「生徒に学びのつながりを意識させるつな

ぎ教材の活用を通して」に関わる項目であ

る。第２回ではA＋Bの数値が生徒・教職員

ともに５．８ポイントアップした。つなぎ教材

の活用を意識した教職員の授業づくりの成

果だと考えられる。 

●「課題をじっくり」の部分での時間の取り

方や話合いのさせ方など、つなぎ教材を

使ってじっくり取り組むための工夫を考えて

いく必要がある。 

 

＜問７～１０＞ 

●「課題をじっくり」の部分への意識が高

まったが、めあてに対する「まとめ」や複線

型の指導、振り返りなどに課題がある。引

き続き生徒の発達段階に応じて自分のこと

ばによるまとめを指導していく必要がある。

複線型指導について来年度の取組を考え、

学力向上につなげていく必要がある。 

＜全体＞ 

○教職員の半数程度が入れ替わった中で

も、授業のスタンダードや学びのつながり、

つなぎ教材の活用を意識した授業づくりが

授業のわかりやすさにつながったと考えら

れる。 



数 学 科 学 習 指 導 案（略案） 

平成３０年１０月３０日 ３校時 第１学年 

１年２組 指導者 間正卓磨 

１ 単元名 

 比例と反比例 比例と反比例の利用 

２ 本時のねらい 

小学校では表、比例式を利用して解決してきた。中学校では、y=ax（比例）を活用して身のまわりの問題を解

決することができる。 

３ 展開 

 生徒 教師 

め
あ
て
を
は
っ
き
り 

 

 

 

〇シュレッダーされたゴミの実物を見せる。 

・ゴミをあわせて何枚か予想するのは、難しい。 

・見た目では正確に予想するのは難しい。 

○本時は比例の考えをつかって解くことを意識させる。 

〇本時のめあてをつかむ 

 

 

 

 

 

◇A 概念導入型 

身近なことにも比例の考えが使えること意識さ

せる。 

○金額、ゴミの重さ、枚数の表を提示する。 

○ゴミの重さと枚数の関係が比例していること

を伝える。 

課
題
を
じ
っ
く
り 

◎問１を取り組む。 

生徒の予想 ①､②は多いと予想する。③は少ないと予想

される。 

○比例の考えを使って解く。①比例式を用いて解く。 

②小学校の知識を用いて表を作り、重さ x(kg)を○倍、 

枚数 y(枚)も○倍して解く。③y=ax の式を用いて解く。 

○簡単に求める方法はどれか考える。 

・y=ax の式を用いると、重さ x(kg)に代入するだけで、

枚数 y(枚)が求められる。 

○1 組の xと y の値の組を y=ax の式に代入して解く。 

 

○表を用いて取り組む。比例式で取り組む生徒

が多いと予想される。 

○ゴミの重さが常に 5.6 kg とは限らないこと。

毎回、計算し、手間がかかることを気づかせる。 

 

 

○y(kg)と x(重さ)の関係性をみつけさせる。 

○y=ax の式に一般化させることで簡単に求め

ることができ、小学校との求め方の違いを気づ

かせる。 

ま
と
め
を
し

っ
か
り 

○比例の利用についてまとめる。 

 

◇B 復習型 

y(kg)と x(重さ)の関係性をみつけさせ、一般化

することで、いろいろな場面でも簡単に求める

ことに気づかせる。 

振
り
返
り
を
み
っ
ち
り 

 

○枚数、金額の関係を式にして解くことができる。 

 重さ、金額の関係を式にすることができる。 

2 通りの考えがあることに気づく。 

 

◇B 復習型 

 同じような場面でも一般化し、簡単に求める

ことができる。 

Q シュレッダーで細かくされたコピー用紙のゴミあります。 

このゴミが、A4 のコピー用紙で何枚分になるか知りたいとき、どのようにして調べればよいでしょうか。 

めあて 身のまわりの問題を比例の考えを活用して解決しよう。 

１ 比例の考えを利用して、ゴミ 5.6 kg の場面で考えよう。 

２ ゴミの重さがいろいろな場面でも、 

対応できるように y=ax の式の形にしよう。 

問１(3)を y=ax の式にしよう。 

 

比例の問題は、小学校では表、比例式をつかって解け

る。中学校では y=ax の式で表し、一般化させること

でいろいろな枚数、重さ、金額の場面で簡単に求める

ことができる。 

子どもの姿 

〇小学校と中学校の解き方の違いに気づき、重さ、枚数、金額
の関係性を y=ax の式にし、問題が解ける喜びを感じている。 



一人１研究授業まとめ 

１年数学  間正 卓磨 

１ 数学科における目指す子ども像 

○数量や図形などについて基礎的な概念・原理を理解し、事象を数学的に表現・処理で

きる生徒。 

○数学を活用し事象を論理的に考察できる生徒。 

○数学的活動の楽しさや数学のよさを感じ、数学を生活や学習に生かそうとする生徒。 

 

２ 題材名・単元名「比例と反比例 比例と反比例の利用」 

本時１時間目 

    小学校では表、比例式を利用して解決して

きた。中学校では、y=ax（比例）を活用し

て身のまわりの問題を解決することができ

る。  

 

３ つなぎ教材の活用と成果 

（１）A 概念導入型 めあてをはっきり 

 〇シュレッダーされたゴミの実物を見せ

ることで、身近なことにも比例の考えが使

えること意識させる。  

 

 <成果> 

 生徒達は、比例の考えを使って解くことが

できる。式を一般化してどのゴミの重さで

も対比しながら解くことができることを理

解していました。しかし、式を一般化する

際の x と y を代入する箇所を間違えるケア

レスミスはありました。 

 
４ 課題 

生徒の意見で、1g あたりにかかる金額の意

見が出たときに具体的な数字で例を見せて

しまったのでほとんどが同じ解き方で解い

てしまい多様な考え方がうまれないまま進

んでしまったことが今回の失敗の要因です。 

 

 

生徒の考える場面、生徒の発表した場面での適切な声がけを気をつけます。教師は話し

すぎずに適切な意見を拾いフォローをしていきたいです。  

授業改善に向けて、私はこうします！ 



社 会 科 学 習 指 導 案 （略案）

平成３０年１２月３日 ５校時 第３学年
３年組（５組教室） 宮村 あゆみ

１ 単元名 東北地方

２ 本時のねらい

写真や雨温図を通して、東北地方の気候の特徴を理解する。

３ 展開

生 徒 教 師

め ○東北地方の県名をあげる。 ・生徒主導ですべての県が挙げられるように支援する。
あ ○東北地方クイズをする。 ◇Ａ概念導入型 Ｂ復習型
て ・ＩＣＴを使用し、東北地方のイメージと単元がつなが
を るようにする。
は ○本時のめあてをつかむ
っ
き
り

○日本にはどんな種類の気候があっ ◇Ｂ復習型 ２・３年生の学習から、日本の気候種類を
たのだろうか。 復習させる。（教科書Ｐ 143）を復習し、東北地方の

・教科書を使おう。・友達に聞こう。 気候を調べる手がかりにさせる。

【試行活動】
課 ○２つの雨温図から東北地方の気候 ○日本のそれぞれの気候の特徴を思い出させながら、想
題 の特徴を読み取り、付箋に理由を 起させる。
を 書く。
じ ・一人で書いてみる。 ・自分で考えて分からない場合は、教科書で調べるよう
っ にアドバイスする。
く ・グループで根拠、理由になるか話 ・自分の考えをグループで交流することで、全員が主体
り し合う。 的に取り組めるようにする。

・全体で発表し確かめる。 ・答えが出ない場合は、教科書Ｐ 143の地図で確認させ
る。

○教科書Ｐ２４３を読む。 ・分からない漢字に読みがなを書くとともに重要語句に
・全員で丸読みをする。 ラインを引くように指導する。
・内容を地図１に可視化する。

ま ○ワークシートにまとめをする ○まとめを確実なものにするために教師主導で生徒とま
と とめるようにしていく。
め

振 ○本時の学習で学んだことと自分の ・ふりかえりが進まない生徒には、本時の流れの一緒に
り 住んでいる群馬と比べてワークシ 確認する。
返 ートに記入する。
り ○次時の予告 東北地方の産業（農業）について学習す

ることを伝える

めあて 南北に長い東北地方では、気候にどのような特色が見られるか学ぼう。

子どもの姿（発想・構想）
○東北地方の気候を根拠・理由をもとに、明らかにしようとしている。
・２年生の既習事項を想起し、根拠・理由を書いている。
・教科書Ｐ１４３の主題図④、雨温図の形、地形の名前（日本海、太平洋）を手がかり
に、降水量、気温に注目して気候区分を明らかにし、根拠、理由を書いている。



一人１研究授業のまとめ
３年特支 宮村 あゆみ

１ 社会科における目指す子ども像

○社会的事象を大観し、資料や主題図などで検証してノートにまとめる活動を通して、

地理的な特色をとらえる力が高めていくことができる生徒の育成。

○社会的事象を多面的・多角的にとらえることのできる生徒の育成。

○興味・関心を持って、授業に取り組むことのできる生徒の育成。

２ 単元名「東北地方」本時２時間目

地形図と雨温図を読み取り、話し合い活動を通して、自分の考えをまとめる。

B A
３ つなぎ教材の活用と成果
(1)Ｂ復習型A概念導入型 めあてはっきり

東北地方の都道府県を一人 1 つずつ発言し、日
直が板書に記入する。

（都道府県名の復習・B復習型）
ICT を利用し、東北地方の各都道府県の様子や

特徴をクイズ形式に東北地方をイメージできるよ

うにする。（A概念導入型）
〈成果〉

地理の学習では、授業の導入場面に単元の都道府県名に復習から都道府県クイズをし

て本時の課題に入る。という流れをつくることで落ち着いて授業に取り組むことができ

た。ICTを利用することにより東北地方を視覚的にとらえることができた。
(2)Ｂ復習型 課題をじっくり

地形図に雨温図の都市の場所を記入する。海や山脈名を

入れながら地形をとらえる。

教科書Ｐ 143を参考にして、日本の気候種類を復習する。
〈成果〉

自分の考えを発表することで友達の考えと比較すること

ができた。東北地方の気候の違いに気付く生徒もいた。

４ 課題

既習事項が理解できない生徒が多く、学習のめあてに到達することができない生徒

が多かった。降水量の様子、気温の様子とそれぞれ分け、スモールステップで一斉指

導で読み取る。そして、話し合い活動にはいった方が理解が深まったと考える。

授業改善に向けて、私はこうします！

生徒理解に励み、実態に応じてスモールステップで学習をすすめていく。

視覚的に理解できるように ICTの活用をすすめていく。



家 庭 科 学 習 指 導 案  （略案） 

平成３０年１１月１日 ５校時 第１学年 

 １年２組（１年 2 組教室）熊木 春奈 

１ 題材名 

 住まいの役割と住まい方を考えよう。 
２ 本時のねらい 
 具体的な家の間取りを見ながら作業をすることで、家族の生活と住空間との関わりが分か
り、住居の基本的な機能について、気付くことができる。 

 

 生徒 教師 

め
あ
て
を
は
っ
き
り 

〇予想される生徒の反応。 

・リビング、寝室、キッチン、お風呂、

トイレ、自分の部屋…など。 

 

 

 

◇Ａ概念導入型 日常生活を振り返り、自分が毎日住ん

でいる家から授業につなげる。 

〇生徒たちの家に、どのような部屋があるかを聞く。 

○家の部屋の並びを、「間取り図」ということをおさえる 

課
題
を
じ
っ
く
り 

◎課題 磯野家の間取り図を見て、５

つに分類しよう。 

・個人で考える 

・グループで考える 

 

○教科書 P131を見ながら、部屋の５

つの役割を確認して、再度磯野家の間

取り図を色分けする。 

 

○教科書やワークを見ずに、自分の考えで磯野家の間取

りを分類するように伝える。 

○個人でまとめた後に、グループで共有することで、周

りの人の意見を聞きつつ、変更してもよいことを伝える。 

 

○出てきた意見を振り返りながら、教科書を見ながら、

住まいの空間は５つに分けることができることを確認し

ていく。 

 

ま
と
め
を
は
っ
き
り 

 

 

〇住まいの空間には、それぞれ役割が

あることに気付くことができる。 

 

 

 

 

振
り
返
り
を
み
っ
ち
り 

○振り返りをする。 

→授業でしたこと、分かったこと、生

活に生かしたいことを書く。 

○予想される生徒の反応 

・住まいにはそれぞれ役割が必ずある

と分かった。 

・人がいる空間と活動をする空間が分

かれていることに気がついた。 

・自分の家の間取り図も調べてみたい

と思った。 

◇Ｃ発展型 「生活に生かしたいこと」で本時で学んだ

ことから、実生活につなげる。 

○磯野家の間取り図ばかりにとらわれた振り返りになら

ないよう、実生活に関連して振り返られるよう伝える。 

 

 

○次回は、日本各地の家の工夫を見ていくことを言う。

（寒い地域のくらし、暑い地域のくらし、都市部のくら

し、田舎のくらしなど） 

めあて 具体的な家の間取り図をみて、住まいの役割を考えよう。 

《おさえたいポイント》 

① 家族共有の空間 ②個人の空間 ③生理・衛生の空間 ④家事の空間 ⑤移動と収納の空間 



一人１研究授業まとめ 

家庭科１年  熊木 春奈 

１ 家庭科における目指す子ども像 

○授業で取り組んだことを実生活に生かしていける生徒  

○作業を通して、発見し気がつくことができる生徒 

 

２ 題材名・単元名「住まいの役わりと住まい方を考えよう」 

本時１時間目 

 具体的な家の間取り図を見ながら作業をすることで、家族の生活と住空間との関わ

りが分かり、住居の基本的な機能について気付くことができることをねらいとした。 

 

３ つなぎ教材の活用と成果 

（１）A 概念導入型 めあてをはっきり 

 日常生活を振り返り、自分が毎日住んでいる家の空間を書きあげることで、自分たち

の住んでいる家には、さまざまな空間があり共通している空間もあれば、異なる空間

もあることに気がつくことができるようにする。 

 ＜成果＞ 

 最初に、「部屋」という言葉を使ってしまったので、「階段や押し入れはどうなります

か」と聞かれたが、その質問から多くの生徒が「ああ、そういう場所もあった」と気

がつくことができていた。個人で考えた後に、全体で共有することで生徒に共通して

いる空間（リビング、キッチン、トイレ、お風呂）と、異なる空間（土間、庭、物置）

があることに気がついていた。 

（２）Ｃ発展型 振り返りをみっちり  

 磯野家の間取り図から、部屋にはそれぞれ役割があ

ることに気がつき、それを自分の家などの他の場合

で考えることができるようにする。 

 ＜成果＞ 

 何人かは、振り返りの感想で「自分の家の間取り図

も色分けをしてみたい」や「家は役割によって分け

ることができる」と書いていた。 

 
４ 課題 

磯野家の間取り図を色分けすることに一生懸命になりすぎて、役割の確認の部分や振

り返りの部分に時間をかけることができなかった。色分けをした後に、なぜそのように

色分けをしたのかの理由を書く欄を設けるべきであった。それぞれの部屋の役割を生徒

に考えさせることなく、こちらから提示してしまったので、班で考えた色分けを全体で

共有してどうしてそのような分け方をしたのかを話し合った方が効果的であった。また、

ICT を活用して視覚的にアプローチすべきであった。 

 

 

◎作業ばかりに力を入れるのではなく、生徒同士が話し合う時間を設ける。 

◎ICT を活用して、より視覚的に見える授業を考えていく。 

◎授業で取り組んだ課題から実生活へつなげられるように、生徒の視点が広がるような話やま

とめをする。 

授業改善に向けて、私はこうします！ 



保健体育科学習指導案  （略案） 

平成３０年１２月１４日 第３校時 第１学年 

 １年３組（体育館）高岩 友美 

１ 単元名 ダンス（現代的なリズムのダンス） 

２ 本時のねらい  

構成の仕方を選んで組み合わせることで、班で動きの工夫を考えることができる。 
３ 展開（本時 ７／９） 

 生徒 教師 

め
あ
て
を
は
っ
き
り 

〇挨拶をする。 

○ランニング、準備体操、柔軟 

○ウォーミングアップ「やってみよ

う」のダンスを踊る。 

 

 

 

○本時のめあてをつかむ。 

 

・けがの予防のために、一つ一つの動きを正確にさせる。 

・準備体操は音楽をかけて行い、リズムに乗って動くこ

とに慣れさせる。 

・単元の前半で学習したダンスを踊ることで、全身で弾

んで踊ったり、隊形移動に取り入れた工夫を確認したり

させる。【Ｂ復習型】 

 

 

課
題
を
じ
っ
く
り 

○「波乗りジョニー」のＡ・Ｂパート

の振り付けを確認する。 

・カウントで踊る。 

・曲に合わせて踊る。 

 

○動きの工夫の仕方を確認する。 

・ユニゾン（同一の動き） 

・カノン（追いかける動き） 

・シンメトリー（対称の動き） 

・アシンメトリー（非対称の動き） 

○班ごとに動きの工夫を考える。 

【条件】カノン・シンメトリーの動き

を構成に入れる。 

・前時に学習した振り付けを、思い出させる。 

・まずはゆっくりのカウントで正しいステップを踏んで

いるか確認させる。 

・曲に合わせてリズムに乗って全身で弾んで踊ることを

意識させる。 

・「やってみよう」ダンスで取り入れた隊形移動の工夫を

思い出し、振り付けの中に生かそうという意欲を持たせ

る。 

・簡単なステップで構成されたダンスなので、班で動き

を工夫することで見映えを良くしていくことを考えさせ

る。 

・ダンスが苦手な生徒へは、ステップの細かな確認より

も、班でそろえて踊ることを重視させる。 

ま
と
め 

○２班でダンスを見合う。 

・Ａ・Ｂパートを音楽に合わせて踊る。 

・見た後は良かったところを伝える。 

・発表する前に見るポイントを伝えることで深まりのあ

る意見交換ができるようにする。 

・感想や意見を伝えることで、仲間のよい動きに気づか

せる。 

振
り
返
り 

○学習カードに本時の振り返りを記

入する。 

・自分たちの班で取り入れた動きの工夫を整理させる。 

・他の班のダンスを見て気づいたことを書かせる。 

・次回は、サビの部分の振り付けを考えていくことを伝

える。 

 

めあて 条件を満たしながら、班で動きを工夫しよう。 



一人１研究授業まとめ 

３年保健体育  高岩 友美 

１ 保健体育科における目指す子ども像 

○大きな号令をかけながら、体操・補強運動などを行い心づくり体づくりを行う。  

○個や集団の課題を考え、それを解決するためのメニューを考えたり、場を考えたり、用具

を活用したりする学習活動を設定する。  

 

 

２ 単元名「ダンス（現代的なリズムのダンス）」 

本時７時間目 

構成の仕方を選んで組み合わせることで、班で

動きの工夫を考えることができる。  

 

 

３ つなぎ教材の活用と成果 

・Ｂ復習型 

単元の前半で学習したダンスを踊ることで、全身 

で弾んで踊ったり、隊形移動に取り入れた工夫を確

認したりさせる。 

 

<成果> 

・単元の前半で学習したダンスは、比較的簡単なステップで構成したものなので、導入で踊

ることで、リズムに乗って楽しく踊る雰囲気をつくることができた。 

・ダンスに抵抗がある生徒でも、まずは全員で同じステップを踏むことで安心して表現でき

るようにした。 

・既習のステップを確認することで、新たな曲の中でも活用し、グループ活動で話し合うと

きに活発に意見が出ていた。 

 

  
４ 課題 

 ・班で動きの工夫を考えるための材料が少なく、思いついた動きを試すことができる班と、

なかなか動き出せない班ができてしまった。 

 ・互いの班の動きを見合う時間は必要だが、運動量の確保が難しくなる。 

 

 

 昨年度の授業の様子を映像で見せたり、ステップの紹介カードを作ったりと、より主体的に

活動が進められるようにする。動きの紹介は、２班で見せ合うときと、動きが良い班を全体に

紹介するときと使い分け、運動量を確保していく。  

授業改善に向けて、私はこうします！ 
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英 語 科 学 習 指 導 案（３年２組） 

 平成３０年１０月３１日（水）１３：５０～１４：４０（体育館) 指導者 佐藤 真一 
                               ＡＬＴ Camilla Webber 
   〈授業改善の視点〉 

 世界の国や文化を伝え合うために Show and Tell を用いれば、４技能「読む」「聞く」「話す」

「書く」を統合した活動になるだろう。 

 

 

１ 題材名 Lesson5 Places to Go, Things to Do  ( NEW CROWN ENGLISH SERIES 3 ) 

 

２ 考 察 
 
(1) 学びのつながり 
【学習指導要領における位置】 

本題材は、中学校学習指導要領、内容（４）「話すこと【発表】」のイ「日常的な話題につ
いて、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容

を話すことができるようにする。」を主な目標とし、単元の半ば（４時間目）に即興で話した

ことをさらに推敲して単元のまとめとして１１時間目に発表できるように題材構成を行う。 
【これまでの学び】 

小学校６年生では「訪れたい国」について発表し、さまざまな国への興味・関心を高めてき
た。また、中学校２年生では「おすすめの国」としてクラスメイトに自らが訪れたい国、その
理由、そこでしたいことなどについて、スピーチをした。 

【ここでの学び】 
  ここでは、関係代名詞 that, who, which を含む文とは、対象となる名詞を最初に出してそれ

がどういう状態であるかを後から叙述されている文であることを学ぶ。つまり、１文に含まれ
る情報量が増えるので、その１文から読み取ったり伝えたりする情報量も増える、ということ
になる。関係代名詞は物事を説明するのに適した文型であり、これを使って「訪れたい国」や
「そこでしたいこと」について、これまでより具体的に説明できるようになる。 

【このあとの学び】 

  この後のLesson6では、後置修飾（現在分詞・過去分詞）と関係代名詞を省略する文型を学ぶ。
これらは、より口語的な表現であり、さらにスピーチをする力を伸ばすための言語材料である。

Lesson5ではさまざまな国についての文化という広い視点からの内容であったが、Lesson6では
「アメリカの黒人差別」という一国の当時の社会状況についてのスピーチを理解し、その社会

的背景についての理解を深める。そして、その次の単元であるProject2「日本文化を紹介しよう」
で自国の文化について詳細に説明することにつなげていく。 

【授業中の生徒指導について】 

  世界のさまざまな国や文化について学ぶ単元であるので、生徒が異文化の多様な価値観を感
じ取れるように、ときには日本文化と比較しながら、授業を行う。その過程において、文化間

の違いのみならず共通点も発見することで、自らが世界の一員であることを実感し、共生の心
や世界についてもっと知ろうとする態度を育む。また、生徒同士でもお互いのことを伝えたり
尋ねたりする活動を行うことで、自己存在感を高め、共感的人間関係を育むようにする。 

 
(2) 教材観 

  本単元では、世界のさまざまな国や文化について関心を高め、単元末には行きたい場所やそ
こでしたいことなどについてスピーチをする活動を行う。単元末のスピーチがスムーズに行え
るように、単元の半ば（第４時）で Show and Tell を行い、４技能「聞く」「話す」「読む」

「書く」をバランスよく高めながら，単元の目標（単元構想を参照）を達成するようにする。 

  教科書では、Get Part1ではモンゴルの住居ゲル、Get Part2ではアメリカの映画スター・

ウォーズ、Get Part3ではケニアの野生動物、USE Read ではブラジル、と紹介されるものの
ジャンルも多岐にわたり、単元のまとめの時間のスピーチでも、生徒はさまざまな国やジャン
ルを選択することが予想されることから、できるだけ多様な国や文化を取り上げ、共有しなが
ら単元末のスピーチが充実するように構想を練る。 
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 (3) 生徒の実態（男子１７名 女子１７名 計３４名） 

 【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 
  さまざまな行事に取り組んでいく中で、学級内の絆も深まり、それとともに１対１のコミュ

ニケーション活動もよりスムーズに行えるようになってきている。一方、挙手をする生徒が学
級内の７～８人に限定されているので、まだ複数の目があるところで英語を話したり、間違っ

た英語を話したりするのをおそれている生徒が存在している。 

【表現の能力】 
 日々の授業中のコミュニケーション活動や学期末のパフォーマンステスト等によって、自己

を表現する力は高まってきている。一方、聞き手を意識しながら絵、写真、物語を即興で説明
する力は今後の課題である。これを克服するための手立てとしては、単元の前半と後半で１回

ずつスピーチを行う活動を取り入れる。Show and Tell の後やスピーチの前には、まとまっ
た文を書く活動も取り入れる。 

【理解の能力】 

 長文を一文一文訳すのではなく、その内容を大まかにつかんだり、要点をまとめたりする活
動によって、英文を瞬時に理解する力は高まってきている。本単元で扱う関係代名詞は、対象

となる名詞を最初に出して、それがどういう状態であるかを後から叙述するという、英語の発
想が強く反映されている文型なので、この発想を早期に理解するよう指導することで、英語を
英語で理解する力を伸ばすようになる。 

【言語文化への知識・理解】 
 身近なカタカナ英語への関心は高く、新出単語の導入の際にもカタカナ英語や既習の単語と

合わせて紹介することで、知識の定着を図っている。一方、既習の文法の知識を活用し、英文
を書く力に課題がある生徒もいるため、英文を書く機会を多くしながら改善していく。 

 
３ 目標 
         別紙「単元構想」を参照 
４ 評価規準 
 
５ 指導方針  ◎学びのつながり ◇つなぎ教材 ※生徒指導３機能 
 ・最近では外国の生活の様子を放送するテレビ番組が増えていて、生徒にとっても異国の文化

が身近になっているので、さらに関心が高まるような写真や慣習を紹介するようになる。 
 ・小学校の外国語活動では「自分が行ってみたい国」についてスピーチをし、中学校２年生で

は「おすすめの国」を紹介している。本単元の最後には「自分が行ってみたい国とそこでし
たいこと」についてスピーチをするが、小野連携型小中一貫校の指導体制を活かして、中学
校３年生のスピーチを録画して小学校６年生に見せる。その意義は、中学生にとっては小学
生からの学びが現在の学びまでつながっていることを意識することであり、小学生に対して
は将来の目標設定ができるようになることである。 

 ・４技能をバランスよく高めるために Show and Tell を活用し、「聞く」「話す」「読む」
「書く」を統合した活動になるようにする。 

 ・本時では、前半にグループで協働して準備を行い、後半は自力で Show and Tell に取り組
み、ジェスチャーを多用しながら間違いをおそれず、自発的にコミュニケーションを図ろう
とする態度を育てる機会とする。 

 ・教科書で扱われている題材を、本時で教科書より先に扱うことで、後で教科書を読んだとき
に異なる表現の仕方に気づき、表現の幅を広げるようにする。 

 ・教科書で扱われている題材について、本時で教科書より先に読むことで、後で教科書を読ん
だときに内容をつかみやすくする。 

 ・本単元で扱う関係代名詞の基本的役割は、対象となる名詞を最初に出して、それがどういう
状態であるかを後から叙述するという、英語の発想によるものであることもふまえ、その語
順に慣れるように指導していく。 

 ◎ここでの学びでは、関係代名詞 that, who, which を学習してきたので、それらを含む本文
を導入の場面で振り返り、定着を図ることで、書くことにつながるようにする。 

 ◇Q-List（話し手に対しての質問リスト）を活用することで、聞き手は話をよく聞くようにな
り、話し手は聞き手を意識（質問を想定）して話すようになる。 

 ※クラスメイトのみならず、小学生にスピーチの様子を見てもらうことにより、コミュニティ
内での自己存在感を高める。 



英語 佐藤 3 

 

 

６ 本時の学習 

 (1) ねらい Show and Tellを用いてより多くの世界を知り、その説明ができるようになる。  
 (2) 準 備 プロジェクター、スクリーン、写真、ワークシート 

 (3) 展 開 
☆は評価項目（方法） 

 

学習活動と 
予想される生徒の反応 

 

時
間 

指導上の留意点及び支援・評価 

◎学びのつながり  
◇つなぎ教材 
※生徒指導３機能 

 

ALT 

○ALTのShow and Tellを聞
いたりやりとりしたりする
ことで写真について理解す
る。 

○本時における目標の姿であ
るALTのShow and Tellを
見ることで、コミュニケー
ション活動に意欲的にな
る。 

 

 

 

○写真と絵を見てShow and

 Tellに向けて説明の準備を
する。 

 

○グループ内でShow and  

Tellをする。 

○話し手は聞き手の質問に即
興で答える。 

 

 

導

入 

 

10

分 

 

 

 

 

 

 

展

開

１ 

 

25

分 

○ALTと生徒のやりとりがスム
ーズにいくように、生徒を支援
する。 

 
 
 
 
 
 
○めあてを提示する。 
 
 
○Show and Tellをするための 

ALTの説明を補足する。 
 
○グループごとに写真と絵を配
布する。 

 

○グループを解散してShow and

 Tellをするグループに分かれ
る。 

 
 
 

○写真についてShow and  

Tellで説明する。説明のみ
ではなく、“What do you  

think?”“Have you been  

there?”など利き手（生徒）
に質問も投げかける。 

◎関係代名詞を含む英文を読
み、単元の言語材料を意識
させる。 

 
 
 
○Show and Tellをするため
の準備の説明をする。 

 
 
 
○机間巡視をして英文を読み
取るのを支援する。 

 

 

 

○つまずいている生徒を支援
する。 

○もとの席に戻り、自分で言
えた英文をワークシートに
書く。 

○グループで英文を教え合い
ながら、Show and Tellをし
た写真について説明文を書
く。 

ま

と

め 

 

10

分 

○ワークシートにShow and  

Tellで言えた英文をまとめる
ように伝える。 

 
 

○机間巡視をしながら英作文
についてアドバイスをす
る。 

○１０、１１時間目にスピー
チをするにはどんな情報が新
たに必要か考える。 

振

り

返

り 

５

分 

○１０、１１時間目には本時の活
動をもとにスピーチを行うこ
とを伝える。 

○授業を通しての感想を述べ
る。 

 

めあて  Show and Tellを用いて世界の国や文化を紹介しよう。 

 

☆グループで読み取った情報を Show and Tellに活用している。（観察およびワークシート） 

☆  

 



一人１研究授業まとめ 

３年英語  佐藤 真一      

１ 英語科における目指す子ども像 

○これまでに身に付けた語彙や文を適切に用いて，自分の思いや考えを意欲的に英語で伝え

ようとする生徒  

○語句や文の意味・用法を言語活動の中で理解し，繰り返し使う中で正しく表現する力を身

に付け，４技能をバランスよく高めていける生徒 

○伝えたいことを自分で選び，ペアやグループの活動で互いのよさを共有しながら，英語で

コミュニケーションする楽しさを味わう生徒 

 

２ 題材名・単元名「Lesson 5 Places to Go, Things to Do（三省堂３年）」 

本時４時間目 

Show and Tellを用いてより多くの世界を知り、その説明ができるようになる。 

 

３ つなぎ教材の活用と成果 

A 概念導入型型 課題をじっくり 

①  教科書の内容・題材をワークシートに置き換え、

教科書とは違った文で読み取り・発表をすること

で実際に教科書を読む前に予備知識を与え、教科

書を読んだときにより理解が深まるようにする。  

②  単元の最後の活動の際に、自分のおすすめの国を  

紹介するモデル文として振り返らせる。  

<成果> 

次の時間に教科書を開いたときに「このあいだ読んだ内容だ」などの反応があった。  

・教科書を読み取り、そのページについての問題を解くと、すべてのパート及び USE Read

（長文）での正答率が他の単元よりもよかった。  

・定期テストに「次の写真の中から１つ選び、英文で説明しなさい。」という問題を出題し

たところ、１０点満点だった生徒が９６人中６８人でたいへんよい出来だった。  

・様々な国や文化に対しての関心が高まり、単元末の活動に意欲的に取り組んでいた。  

 

４ 課題 

・ 低位の生徒は読み取りが十分にできなかった。それを補うグループでの情報共有もグル

ープが大きかったため（５、６人）話し合いが円滑ではなかった。  

・低位の生徒が読み取りやすくするために、教科書の説明文よりも易しい表現のものも用

意するべきだった。  

 

・導入ではただ聞かせるだけではなく、その後に生徒が行う活動（の手順）を示すことでその

後の活動がスムーズになるようにする。                                                        

 

・単元のみではなく、１つの授業が終わった後の生徒の理想の（変容した）姿を意識した授業

づくりを行っていく。  

授業改善に向けて、私はこうします！ 



英語科学習指導案（略案） 
平成３０年９月２５日（火）第５校時 １年２組（教室） 

                    指導者：山田 章恵 ・ ＡＬＴ: Camilla Webber 

１．単元名     Lesson 5  Our New Friend 

２．本時のねらい 
  写真の人について交わされる対話からWho is ～ ? のたずね方と答え方を理解し，ペアで人についてたず

ねたり答えたりする活動に意欲的に取り組ませる。 

３．展開 
 生徒 ＪＴＥ ＡＬＴ 

め

あ

て

を

は

っ

き

り 

○挨拶をする。 

 

○先生からの質問に答えて先生と
対話をする。 

○生徒同士で対話をする。 

 

○【B復習型】 

「これは何？誰？クイズ」で，
What is this? と Who is this 

～? のたずね方と答え方の特徴
に気付く。 

 

 

 

 

○本時のめあてをつかむ。 

○英語学習の雰囲気をつくる。 

 

○生徒や ALT に質問をして対話
を始める。 

○生徒が話題にしたものを共有さ
せる。 

 

○What is this? と Who is this 

～? とそれらの答え方を板書し，
２つのたずね方の文型が同じで
あることと，物は what で人は
who でたずねるという違いに気
付かせる。 

 

 

○Who is this ～? を用いて人に
ついてたずねたり答えたりする
ことを伝える。 

○挨拶をして英語学習の雰囲気を
つくる。 

○JTEや生徒と対話をする。 

 

 

 

○物や人について３つのヒントを
出し，What is this? もしくは 

Who is this ～? でたずねる。 

 

 

 

 

 

 

○Who is this ～? と He / She is 

…. を練習させる。 

課

題

を

じ

っ 

く 

り 

「これは誰？～カミラに紹介編～」 
○写真の人について３つのヒント
を聞いて，誰のことかを当てる。 

 

 

「これは誰？～友達に紹介編～」 

○ペアになり，写真を１枚選ぶ。 

○写真の人について３つのヒント
をペアで考える。 

○ペアで互いにクイズを出したり
答えたりする。 

○ペアをかえてクイズを出したり
答えたりする。 

 
 
 
○活動で用いたWho is this ～? 

の質問と答えをワークシートに
書く。 

 

○写真の人について３つのヒント
を出し，誰のことかを生徒に考
えさせる。 

 

 

○活動のやり方をモデルを示して
説明する。 

○教室内を回り，クイズづくりが
滞っているペアにヒントを出
す。 

○時間で活動を区切る。 

 

 

 

 

○ワークシートに正しく書けてい
るかどうかを確認する。 

 

○写真の人について，Who is this 

～? でたずねる。 

 

 

 

○活動のやり方のモデルを示す。 

 

○教室内を回り，クイズづくりが
進んでいるペアを褒める。 

 

 

 

○よりよい活動になるためのアド
バイスをする。 

 

○ワークシートに正しく書けてい
るかどうかを確認する。 

 

ま

と

め

を

し

っ

か

り 

○本時の基本文を発音して確認す
る。 

○Who is this ～? の意味・用法
について自分の言葉でまとめ
る。 

 

 

 

○本時の基本文を確認させる。 

○本時に学んだことをまとめさせ
る。 

○本時の基本文を練習させる。 

振

り

返

り 

○本時を振り返り，自己評価し，
次時に向けての課題を持つ。 

○本時を振り返らせ，生徒を指名
し，取組の様子を共有し，でき
たことを褒める。 

○次時の見通しを持たせる。 

○本時の活動を振り返り，褒める。 

「これまでの学び」を振り返る 

めあて 人について「～はだれですか」とたずねたり答えたりしよう 

まとめ who を使って「～はだれですか」と人についてたずねることができる。 

「ここでの学び」をまとめる 

子どもの姿（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 

 写真の人に関心を持ち，意欲的にクイズを出したり答えたりして,コミュニケーションを楽しんでいる。 



一人１研究授業のまとめ 

１年英語  山田 章恵 

１ 英語科におけるめざす子ども像 

  ○これまでに身に付けた語彙や文を適切に用いて、思いや考えを意欲的に英語で伝えようとする生徒 

  ○語句や文の意味や用法を、言語活動の中で理解し、繰り返し使う中で、正しく表現する力を身に付け、

４技能バランスよく高めていける生徒 

  ○伝えたいことを自分で選び、ペアやグループの活動で互いのよさを共有しながら、英語でコミュニケー

ションする楽しさを味わう生徒 

 

２ 題材名 Lesson 5  Our New Friend 

  本時１時間目 「写真の人について尋ねたり答えたりしよう」 

 

３ つなぎ教材の活用と成果 
  B復習型： 

既習の What is this? － It’s ～ . のやりとりを振り返り、

意味や用法を比較しながら、新出の Who is this … ? ― 

He / She is ～ . のやりとりを理解する。 

 

 ・３ヒントクイズで，What is this? から Who is this … ? の質問

へつなげ，答え方も It is ～ . に加えてHe / She is ～ . を導入

する。 

 ・２つのやりとりを黒板で示して比較し、意味や用法を確認する。 

 ・写真を使って、新出の疑問文と答え方をペアで練習する。 

 ・ペアで、３ヒントクイズをつくる。分かりやすく伝えることを意

識してヒントを考える。 

 ・ペア同士で、３ヒントクイズを行い、新出の疑問文と答え方で 

やりとりをする。 

 

 

 

<成果> 

・既習の疑問文から新出の疑問文につなげたことで、文  

の意味や用法の理解の助けになった。 

・小学校の外国語活動から親しんでいる３ヒントクイズ 

の活動にしたことで、活動の説明に時間をとられず、 

生徒同士の活動に十分な時間を使うことができた。 

・ペアやグループによる活動を取り入れたことで、互い 

に助け合い、英語を使うことにも抵抗なく、楽しくコ 

ミュニケーションすることができた。 

 

４ 課題 
  ・既出の基本文と新出の基本文の比較を意識したことで、文法的な説明が多くなってしまった。つながり

を意識させながらも、活用の中で理解を深めさせていく手立てが必要である。 
・３ヒントクイズは英語でやりとりをしていたが、それ以外の生徒同士のやりとりの多くは日本語による
ものになっている。学年が上がるにつれ、英語でのやりとりが増えるように、支援していきたい。 

 
 
 
  小学校の外国語活動で培ってきたものを踏まえて、それらを十分に活用して中学校の英語につなげる。 

 教師と生徒、生徒同士の、英語のやりとりの機会を多く持ち、英語でやりとりできる力を付けさせる。 

授業改善に向けて、私はこうします！ 



国 語 科 学 習 指 導 案 （略案）
平成３０年４月２４日 第２学年

２年２組（教室）篠崎 巧

１ 単元名

言葉が照らし出す 物語「タオル」 （２年）

２ 本時のねらい

作品中の「タオル」の役割や題名に込められた意図を考える事を通して、「最後にタオ

ルを頭に巻いたこと」の意味について考えることができる。
３ 展開

生 徒 教 師

め ○本時のめあてをつかむ
あ ・「学びのつながりブック」を振り
て 返り，本時のめあてをつかむ。
を ・「タオル」の描写されている部分 ※「題名」であり、物語の中で重要な場面で用いられて
は を音読する。 いる「タオル」に着目し、作者が「タオル」にどのよ
っ うな役割を与えているのか考えるというめあてをつか
き めるようにする。
り

○少年、祖父のそれぞれにとって「タ ○祖父、少年にとって「タオル」を巻くことにどのよう
オル」がどのような存在かを書く。 な意味が込められているのかを考えるよう促す。

・ノートを上段、下段に分け少年と ○文章中から抜き出したものは黒字、自分で考えた役
祖父を対比・整理しながら、どの 割は赤字で書くように指示する。
ような存在かをまとめる。 ※考えがうかばない生徒には、なぜタオルを巻いた少年

課 ○班で【思考ツール：ベン図】を作 が涙を流したのかを考えるよううながす。
題 成し、作品全体で「タオル」がど ○少年、祖父にとっての役割の共通点を考えるのではな
を のような役割を果たしているかを く、祖父の思いを踏まえて少年にとってどのような役
じ 考える。 割をはたしたかを考えられるようにする。
っ ・片方の円に祖 ※少年の「涙」から「かすかな潮のにおい」がしたこと
く 父、もう片方 が何を暗示していたのかを考えたことを振り返り、本
り の円に少年に 文中に書かれていない役割を考えられるようにする。

とって「タオ
ル」がどのよ
うな存在かを
書き、それを
もとに中心に
作品における「タオル」の役割を
考え記入する。 ・班長が班の意見を発表し、意見を共有する。

○作者がどのような思いを込めて ○少年にとっての「タオル」を巻いたことがどのよう
ま 「タオル」という題名にしたのか なことを意味するのかを考えさせ、作者がどのよう
と を想像して書く。 なことを読者に伝えたいと思っているのかを想像し
め て書くよう促す。

○めあてに対するまとめをする。
・自分の考えが書けた生徒が発表し、全体で意見を共有
する。

○「タオル」に着目して読んだこと ○繰り返し出てくる「特別な言葉」や「題名」に着目し
振 によってどのような読みの深まり て読むと、「登場人物の言動」の意味について深く考
り があったかを振り返る。 えられるということを振り返る。
返 ※２年生で学習する物語の題名を紹介し、今後の学習で
り も題名を意識しながら読むことができるようにする。

めあて 作品中の「タオル」の役割を考え、題名に込められた作者の思いを考えよう。

「これまでの学び」の振り返り

「これまでの学び」を活用した問題解決

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ

「ここでの学び」の振り返り



一人１研究授業まとめ 

  ２年国語  篠﨑 巧 

１ 国語科における目指す子ども像 

○教材に主体的に関わり、教材の内容や表現について自分の考えを持つことができる生徒。 

○自分の考えを、根拠を明らかにして、わかりやすく表現できる生徒。 

○さまざまな意見をもとに教材を振り返り、自分の考えをさらに深めていける生徒。 

 

２ 言葉が照らし出す 物語「タオル」 本時５時間目 

 

３ つなぎ教材の活用と成果 

・Ｂ 復習型 学習過程：めあてをはっきり 

小学校から継続して使用している「学びのつながりブック」を活用し、本時の授業を通し

てどんな力が身に付くかを明確にすることで「めあて」に対して主体的に取り組むことが

できるようにする。小学校の学習内容と比較し、小学校の身に付けたどのような力を活用

し、どのような力を伸ばしていくのかを実感をもってつかめるようにする。 

<成果> 

・「特別な言葉に着目する」という４年次の学習内容を振り返り、それを活用することで読

みを深めていくことができた。題名である「タオル」に込められた意味や、主人公にとっ

て「タオル」がどのような役割を果たしているのか、登場人物がタオルに込めた意味など、

多角的に読みを深めていくことができた。 

・「課題をじっくり」の場面では班ごとの話し合い活動が深まるよう、【思考ツール：ベン図】

を使用した。お互いの意見を紹介するだけではなく、自分や友達の意見を客観的に見つめ

直し、話し合いを深めていくことができた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 課題 

・本時では「学びのつながりブック」を全体で読み、小学校のときの学習をもとに題名「タ

オル」に込められた意味について考えた。生徒が、教師主導ではなく、自発的に「学びの

つながりブック」を活用できるような「めあて」や発問作りが今後の課題である。 

 

 

●「学びのつながりブック」の継続、中２のページを充実させる。 

●「学びのつながりブック」の日常的な活用。 

●「学びのつながりブック」を自発的に活用できる発問、めあての設定に努める。 

 

 

授業改善に向けて、私はこうします！ 

 



英 語 科 学 習 指 導 案 （略案）
平成３０年１２月 ４日 ２校時 ５組

２年５組（６組教室） 須藤 ゆう子
１ 題材名

Lesson7 Presentation

２ 本時のねらい

先生方へのインタビュー結果についての会話を通して、長い形容詞を用いた比較の表

現に慣れさせる。
３ 展開

生 徒 教 師

め ○本時のめあてをつかむ ・短い形容詞と長い形容詞の比較級の形を思い出させ
あ ・more ～の形で比較級になる長い る。
て 形容詞を復習する。 ・カードを用いて、more ～の形で比較級になる長い形
を ・どんな英文を前回学習したかを思 容詞を提示することによって復習させる。
は い出す。 ・ALTの正しい発音を聞かせ復唱させる。
っ
き
り

○先生方へのインタビュー結果につ ◇Ｂ復習型
いて、会話する ・つなぎ教材“Let's Talk!”を見ながら、今回の会話で
・教師と ALTのモデル会話を聞き、使えそうな表現[I think, That's right. 復唱など]を確認さ
どのように会話すればよいかを知 せる。
る。 ・会話で必ず話す英文を確認し、それ以外にも指定され

課 ・ALT 及び自分以外の２人の生徒 た時間内は会話を続けられるように、モデルを示す。
題 との問答を通して、先生方へのイン ・教師は K君に付き添いながら必要な支援を行う。
を タビュー結果を知る。 ・生徒がわかったことをメモできるようにワークシート
じ に記入させる。
っ
く [教師へのインタビューにつ
り いて]

・前時に質問したいことを
考えて書かせ、本時までに
休み時間等を用いてインタ
ビューさせておく。

ま ○会話をしてわかったことをワーク ・綴りを知らないと予想される語句についてはワークシ
と シートに記入する。 ートに載せておく。
め ・記入が終わったら、教師または ALT のチェックを受

けるように伝えておく。

・３人の学力に応じて、２文～４文を記入させる。
・教師は K君に付き添いながら必要な支援を行う。

振 ○Which is more ~(長い形容詞） for ・生徒にとって身近なことについての質問文にする。
り you?の質問に対する自分の答えを ・２つの質問文のうち、一文は名詞、一文は動名詞を比
返 記入する。 較する英文にする。
り

○時間のある生徒は、長い形容詞の ・会話で用いた語句、それ以外の語句のどちらで英文を
比較級を用いて自分のことを表現す 書いてもよいことを伝える。
る英文を書く。 ・表現したいことを伝える語句がわからない場合は支援

する。

めあて 先生方へのインタビュー結果を知ろう！

〈“more～ than ･･･”を用いた英文を聞いたり話したりしよう！〉

会話例
A:I asked Ms Miyamura.

Which is more ~(長い形容詞） for her, A or B?
B:I think A is more ~(長い形容詞） than B for her .
A:That's right. / That's not right.

A is more ~(長い形容詞）than B for her.
B:Do you know more about her?
A:Yes. ・・・（会話を続ける）

記入例 A is more ~(長い形容詞） than B for Ms Miyamura.

記入例 A is more ~(長い形容詞） than B for me.



一人１研究授業まとめ 

２年（特別支援学級）英語  須藤 ゆう子     

１ 英語科における目指す子ども像 

○これまでに身に付けた語彙や文を適切に用いて，自分の思いや考えを意欲的に英語で伝

えようとする生徒  

○語句や文の意味・用法を言語活動の中で理解し，繰り返し使う中で正しく表現する力を

身に付け，４技能をバランスよく高めていける生徒  

○伝えたいことを自分で選び，ペアやグループの活動で互いのよさを共有しながら，英語

でコミュニケーションする楽しさを味わう生徒 

 

２ 題材名・単元名「Lesson7 Presentation」 

本時４時間目 先生方へのインタビュー結果についての会話を通して、長い形容詞を用い

た比較の表現に慣れる  

 

３ つなぎ教材の活用と成果 

・B 復習型 課題をじっくり 

・つなぎ教材“Let's Talk!”を見ながら、今回の会話で  

使えそうな表現[I think, That's right. 復唱など]を確認    

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

 

<成果> 

  ・本題材の新出言語事項である比較の表現に加えて、“ I think, That's right. 復唱など”をつ

なぎ教材で復習してから会話をさせることで、どんな表現を用いれば会話を広げること

ができることかを確認することができた。 

・つなぎ教材を見ながら会話をすることによって表現の幅が広がり、実生活に近い形で会

話を進めさせることができた。 

 
４ 課題 

・今回は、「つなぎ教材」を見ながら会話する場面が多かったため、会話の進行が遅れるこ

とがあった。 

・繰り返し使う「つなぎ教材」の耐性を考えて、ラミネート加工をしたものを使用してい

るために、生徒が加筆することができなかった。 

 

・会話を広げるための教材であるの“Let's Talk!”については、会話の事前確認の利用に限定

しても会話で使えるぐらいまでに繰り返し使っていきたいと考える。 

・生徒自身が主体的に会話を広げる表現を見つけたり気付いたりしたときに、加筆できる用紙

も用意できれば、生徒がより意欲的に会話表現を習得することにつながると考える。 

授業改善に向けて、私はこうします！ 
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数 学 科 学 習 指 導 案（略案）

平成３０年１１月２６日（月） 第５校時

２年３組 少人数指導基礎コース 男子９名女子７名

指導者 清水克也

【授業改善の視点】

証明の流れを口頭で繰り返し練習させたり、それをもとにノートに表記させたりする学習活動

を行うことは、基礎コースの生徒が証明の基本の型を身に付け、論理的に思考することのよさ実

感することに有効であるか。

１ 単元名 「４章 平行と合同」

２ 指導観

(1)本時の授業に対する基本的な考え方

本学年の生徒の数学の学力は、１年時より二山分布の傾向を示していた。授業の質をできる限り個

に応じたものにするため、１年２学期より、１学級を２クラスの習熟度別少人数指導を行なってきた。

しかし、少人数クラス分けした基礎コースの中でも、小学校３年程度の筆算ができない生徒や九九を

すらすら言うことができない生徒が２～３名おり、数学の学習内容を理解させることや内容を定着さ

せることに苦慮してきた。

そこで、本単元では、じっくり考えて進めていく標準コースと口頭練習を中心に証明の形式を身に

付けていく基礎コースというように、より生徒の実態に即した指導を進めることにより、それぞれの

クラスの学習の充実を図ることにした。

基礎コースでは、学習内容について小学校の内容との関連や単元全体のつながりを常に連想できる

ように、小学校の教科書を提示したり、掲示物や口頭の反復練習で定着を図ったり、授業の中ででき

るだけ定着させる工夫をしていく。

また、数学部では、今後の授業改善に向けて、以下の２点に力を入れていくことになった。

①子供主体の授業作り

生徒の言葉でまとめをさせる、生徒の言葉で導入の復習をさせるなど生徒の発言を意図的にさせる。

②家庭学習

授業の最後に本時の学習内容の定着を図るプリントを配布し、次の時間に答え合わせをするよう習

慣づける。あわせて、その日に習った 内容をワークで復習させる。

(2)指導方針（◎…学びのつながり、☆…やる気の生徒指導、・…その他）

◎既習の図形の性質を、毎時間生徒に言わせることで定着を図る。また、小学校の教科書を提示して

中学校の内容と比較したり、図形の基本事項を教室の壁に掲示し常に見られるようにしたりして、

学習内容のつながりを意識させる。

☆授業の導入では、前時の内容の復習をフラッシュカードにより生徒に説明させたり、宿題の解答を

説明させたりして、自分から取り組もうとする意欲を高める。

☆生徒同士で説明し合う場面ではまず自分の考えを持たせ、そして２人組になって相手に口頭で証明

を伝える場面を設定する。次に、多くの生徒同士が互いに教え合い理解を深められるような段階を

設ける。証明を言うときには、生徒が抵抗なく取り組める形式が決まっている簡単な問題を中心に

行ったり、記録表を設けて複数回説明をすることに対する意欲付けをおこなったりする。

・図形の説明に抵抗感がなくなるように、辺や角の相等関係を表す一般的な記号の他に「×・△」等

の印で考えることや図を指さしながらの説明をすることも認め、生徒が抵抗なく説明できるように

させる。

・説明問題のヒントとなるように、数値を用いた計算問題等で一般性を予測させてから、口頭説明に

入るなど、生徒の実態に合った課題解決ができるように工夫する。

・図形学習に際しての板書の約束として次のようにする。「青色は仮定」「赤色は結論」「黄色は既

習事項および明らかなことがら」として、色分けして図に印を付けることとする。



３ 指導計画【基礎コース用（三角形の合同にかかわる証明部分のみ抜粋）◎…学びのつながり】

時間 ねらいと主な学習内容 指導上の留意点

○合同な図形の意味や性質を理解するこ ○対応する角や対応する線分がそれぞれ等しいこ

とができる。 とや対応順にかくこと、角の呼び方２種類の確認

１ ◎小学校の教科書５年生Ｐ７１の内容で をする。

で、あたえられた三角形と合同に書く方 ◎３つの辺、３つの角が与えられた三角形から、

法を復習する。 ３つの要素を選んで作図する方法を確認する。

◎前時の小学校の復習を合同な三角形を ○その間の角やその両端の角のように場所が指定

判定する方法として、三角形の合同条件 されているのは、合同にならない形を作らないこ

２ を定義する。 とであることも確認する。

○辺や角の数値の入った三角形につい ○対応順で答えるように意識させる。

て、合同条件で合同を判定できる。

○等しい印のついた三角形について、合 ○印のついている辺や角以外に、等しい理由を付

３ 同条件から判断する。 けられる辺や角がないか考えさせる。

○証明の基本形式を知り、口頭練習する ○基本の流れが言えるように繰り返し練習する。

４ ○三角形の合同条件を用いて既習の作図 ◎授業の導入で証明の基本形式の口頭練習を５分

・ 方法が正しいことを証明することができ 間程度おこなってから、本時の証明に入る。

５ る。 ◎どの長さや角度を等しくとった結果作図できた

（第４時）◎角の二等分線の作図 か、根拠を基にして証明することで、作図の持つ

（第５時） 等しい角の作図 意味を十分理解させる。

○仮定、結論の定義をおこない、文章か ○文章から仮定、結論を読み取る。

６ ら仮定と結論を読み取ることができる。 ○証明とは、仮定と根拠になる事柄を基にして説

◎前時までに証明した内容について、仮 明し、結論に到達すればよいのであることを理解

定、結論を見つけられるようにする。 させる。

７ ○簡単な図形の性質を、三角形の合同条 ○証明したい図形を、順次指示しながらかかせ、

本 件や既習事項をもとに証明することがで 等しい辺や平行になる線分を確認させる。

時 きる。 ◎合同と思われる三角形を探させ、どの合同条件

にあてはまるか考え、合同の証明を口頭で言うこ

とで証明を記述しやすくする。

○根拠は括弧書きでかかせ、証明の流れを重視す

る。

８ ○基本の問題を行い単元のまとめを行 ◎三角形の合同条件を中心にして学習を整理す

う。 る。

。



４ 本時の展開

(1)ねらい
等しい角を作図する方法が正しいことを三角形の合同条件を利用して証明することができる。

(2)展開
学習活動および 指導上の留意点

予想される生徒の反応 ◎…学びのつながり（本単元は主に「復習型」）

☆やる気の生徒指導

○前時の復習と口頭で図形既習事 ◎既習の図形の性質を定着させるため、フラッシュカー

項を反復練習することより、定着 ドを用いて復習する。三角形の合同条件は丁寧に確認し、

させる。 証明の基本の流れも言う。

・証明の口頭練習を行う。

め

あ ○本時の学習課題を確認する ・生徒の図に極端な違いが出ないようにすることと生徒

て が合同を見つけやすい形とするため、∠ O ＝４５°を
を 測らせてからコンパスと定規で作図させる。

は ・作図できた生徒には、どこを等しくとったのか言える

っ ように指示する。

き

り

・作図の際コンパスで等しくした

ところをさがす ・作図で等しく取ったところをコンパスをあてながら、

・AB ＝ A'B'と言うがを直線でむ 青色で等しい印を付けさせる。その際 OA=OB ではある
すぶことはできない。 が、合同条件「３組の辺」を意識させるため、あえて違

・∠ O'は４５°を測ったのでは う印を付けさせる。

ないが４５°になった。 ・分度器で測ってかいたわけではないが∠ O'＝４５°
になっていることを分度器で確認させ、赤色で等しい印

をつけさせる。

○口頭でお互いに証明を説明し合

う

課 ①考えを出し合う。

題 ・「この辺とこの辺が同じ」 ・△ OAB と△ O'A'B'の合同をいえば、等しい角の作図
を ・「コンパスでかいたから OB と が正しいといえそうであること及び合同条件は「３組の

じ O'B'が等しい」 辺」になりそうであることをおさえる。

っ ・「仮定だから AB=A'B'」 ☆うまく言えない生徒には、教師または隣りの生徒が助

く ・「合同条件は３辺で合同」等 言しながら言わせる。すらすら言えなくても証明の流れ

り ②正式な証明の言い方を名された が理解できたことや内容を理解できたことを賞賛し、学

生徒が答える。 習意欲を高める。

③席を立って口頭で証明練習をす

る。

○口頭で述べた証明を文章化する ・口頭練習した証明をノートに書かせる際は、三角形の

・各自ノートに証明を書く。 合同条件を利用した証明の流れを重視して、根拠は括弧

・書き上がった生徒が、積極的に 書きで補助的に付けるにとどめる。

発表する。 ・１行ずつ生徒に発表させ、全体で確認共有する。

振 ○まとめをする ◎等しい角の作図の証明の流れは、合同と思われる三角

り ・前時と証明の流れが同じである 形を選び、合同条件をそろえ、合同であることをいう。

返 ことや本時の証明で気づいたこと その結果、等しい部分ができるという流れであることを

り などを自分の言葉で書く。 書かせるまとめさせる。

等しい角を作図する方法が

正しいことを証明しよう

o

A

B o'

A'

B'

これまでの学びの振り返り

既習事項の定着

口頭練習による内容の理解と定着

ま
と
め
を
し
っ
か
り



一人１研究授業のまとめ

２年数学 清水 克也

１ 数学科における目指す子ども像

○数量や図形などについて基礎的な概念・原理を理解し、事象を数学的に表現・処理できる生徒。

○数学を活用し事象を論理的に考察できる生徒。

○数学的活動の楽しさや数学のよさを感じ、数学を生活や学習に生かそうとする生徒。

２ 単元名「平行と合同」 本時７時間目

ねらい「等しい角を作図する方法が正しいことを三角形の合同条件を利用して証明することがで

きる。」を達成するために以下のような方策を行った。

・授業の導入では、図形の基本事項をフラッシュカードにより生徒に説明させたり、宿題

の解答を説明させたりして、自分から取り組もうとする意欲を高めた。
・生徒同士で説明し合う場面ではまず自分の考えを持たせ、そして２人組になって相手に口頭で証明

を伝える場面を設定した。次に、多くの生徒同士が互いに教え合い理解を深められるような段階を

設けた。証明を言うときには、生徒が抵抗なく取り組める形式が決まっている簡単な問題を中心に

行ったり、記録表を設けて複数回説明をすることに対する意欲付けをおこなったりした。

３ つなぎ教材の活用と成果
○Ｂ復習型

単元全体のつながり、および、小学校

の図形とのつながりを、毎時間基本事項の

フラッシュカードで口頭で練習すること

で、常に意識させることができるとともに

内容を定着させる。

〈成果〉

・図形の基本事項をしっかりと覚えること

ができる生徒が増えた。

・証明を書くことに対する抵抗感を無くすこ

とができ、基本的な証明の流れを言って書け

るようになった。

４ 課題

○下位群の生徒には、証明を形式的に言えることがプラスの面である反面、根拠を深く考えずに、

等しい辺や角をかってに言ってしまうことがある。

授業改善に向けて、私はこうします！

分かることできることを重視しつつも、単元全体を通して、じっくり考える場面を意図的に計画

して、 数学を活用し事象を論理的に考察できる生徒を目指す。

証明の流れをイメージさせる工夫
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理 科 学 習 指 導 案（６年３組）
平成30年10月23日（火）第５校時（第１理科室） 指導者 西井 寛

〈授業改善の視点〉

小グループ(2人1実験)で実験する機会を増やしたり、気付きを促すつなぎ教材を準備し

たりできれば、実験技能に習熟するとともに、対話的な学びを行って、根拠をもとにして

考察できるようになるであろう。

１．単元名 ８章 水よう液の性質

２．考 察

(1) 学びのつながり

本単元は、小学校理科学習指導要領 第６学年の内容「Ａ 物質・エネルギー （２）水

溶液の性質」を、「水溶液について、溶けている物に着目して、それらによる水溶液の性質や

働きの違いを多面的に調べる活動を通して」指導することとしている。

児童は、これまでに、３学年では、物は形が変わっても重さは変わらないこと、物は体積

が同じでも重さは違うことがあることについて学習してきている。４学年では、圧されたと

きの空気と水の体積変化、温度による体積変化を学習している。５学年では、物が水に溶け

る量や様子に着目して水の温度や量などの条件を制御しながら、物の溶け方に規則性を調べ

る学習してきている。

ここでは、水溶液を水に溶けていて「リトマス紙を変化させるもの」、「気体として溶けて

いるもの」、「金属を変化させるもの」として質的・実体的に扱う。しかし、あくまで粒など

のモデル化にはこだわらず、このあとで学習する中学校第１学年の状態変化における粒子の

モデル化につなげられるようにする。

「粒子」領域で見る「学びのつながり」は、５学年から、水の中に溶けたものとして粒子

の存在に気付かせ、６学年の物の燃え方で空気中の酸素と二酸化炭素を粒として表現する。

ここでは、塩酸や水素を深く扱わないために、水溶液の中の金属や気体、塩酸に溶けた金属

の粒を□や○、△で表す程度にとどめて、目では見えないが実体として存在する粒として扱

いながら粒子の見方を養っていく。つまり、質的・実体的な見方としては、水溶液ごとに違

う性質があるのは溶けている粒が違うこと、水に溶けていた気体や固体の粒を再び取り出せ

ること、金属がちがう粒に変わることを捉えさせる。

生徒指導上の配慮として、考察を書くことに苦手意識をもっている児童のために、予想や

考察の場面では、自分の考えをノートにしっかり書かせる時間を設定することによって自己

決定力を育てる。また、できるだけ机間指導をしてヒントを与えたり、形成評価をしたりす

ることによって自己存在感を養う。そして、グループで協力して実験準備したり、教え合っ

たりすることで、共感的人間関係を築かせるようにする。

(2) 教材観

資質・能力の(1)理解と技能では、「(ア) 水溶液には、酸性、アルカリ性及び中性のもの

があること。」、「(イ) 水溶液には、気体が溶けているものがあること。」、「(ウ) 水溶液に

は、金属を変化させているものがあること。」を指導する。そのために、いろいろな水溶液の

性質や変化に関してリトマス紙を用いて調べ、水溶液は酸性、中性、アルカリ性の３つに仲

間分けできることや、水溶液を振り動かしたり、加熱して蒸発させたり、金属と反応させた

りして、水溶液には気体が溶けているものがあること、金属を変化させるものがあることな

どを実験を通して捉えられるようにする。

資質・能力の(2)問題解決の能力では、「溶けているものによる性質や働きの違いについて、

より妥当な考えを作り出し、表現すること。」を指導する。そのために、６種類の水溶液を酸

性・アルカリ性・中性の３つにリトマス紙を使って分類整理する力を身に付けさせる。塩酸

や水酸化ナトリウム水溶液は児童にとって初めてのものだが、今後頻繁に扱うことになる薬

品であり、安全で正確な実験を行う上で必要な「薬品」の扱い方を身に付けるのに適した水
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溶液である。こうした水溶液の性質とその働きについての見方や考え方をもてるようにする。

資質・能力の(3) 主体的に問題解決しようとする態度では、追究の過程で自分の学習活動

を振り返り、意味付けをしたり、身に付けた資質・能力を自覚したりするとともに、再度自

然の事物・現象や日常生活を見直し、学習内容を深く理解したり、新しい問題を見いだした

りする。食塩水と石灰水は今までの学習に出てきたものであり、炭酸水は炭酸飲料として日

常的に飲み、見聞きしているものである。また、洗剤など身近な水溶液についても調べる活

動を取り入れることにより、理科の学習と日常生活をつなげて考える姿勢を育むとともに、

実感を伴った理解につなげられる。興味・関心・意欲を高めて、主体的に家庭生活につなげ

たり、理科自由研究で応募したりして、水溶液の性質や働きを多面的に追求する能力や、日

常生活に見られる水溶液を興味・関心をもって見直す態度を育てることができる。

(3) 児童の実態（男子16名、女子16名、合計32名）

＜省略＞

３ 目 標
いろいろな水溶液の性質や金属を変化させる様子について興味・関心をもって追究する活

動を通して、水溶液の性質について推論する能力を育てるとともに、それらについての理解
を図り、水溶液の性質や働きについての見方や考え方をもつことができるようにする。

４ 評価規準

(1) 知識及び技能

実験や観察を適切に行って、水溶液には、酸性、アルカリ性、中性のものがあることや気

体が溶けているものがあること、金属を変化させるものがあることをを理解している。

(2) 思考力・判断力・表現力

水溶液の性質や働きについて予想や仮説をもち、推論しながら追究し、表現している。

(3) 主体的に学習に取り組む態度

いろいろな水溶液の性質や溶けている物及び金属を変化させる様子に興味・関心をもち、

自ら水溶液の性質や働きを調べようとしている。

５ 指導方針 ◎学びのつながり、※授業中の生徒指導３機能を示す。

※問題解決の能力を高めるために、めあてを提示して、問題解決的な学習を毎時間行うことで

結果から考察を自分の力で導き出せるようにする。特に、予想や考察を行う場面では個別あ

るいはペアの学習形態をとり（課題をじっくり）、一人一人が考え、まとめ、記入する場面を

多くつくっていく（自己決定）。そして、ノートの記録をできるだけその場面で評価していく

ようにする（自己存在感）。また、２人で１実験できる体制を整えることで、主体的に取り組

ませながら、技能の習得を図っていく（自己存在感）。

※対話的で深い学びをさせるために、調べたことを文章や図に表し、それを根拠に考察させて

いくことを大切にしたい。班４人よりも少ない２人のペアで予想や考察をさせることにより、

気軽に話合い、自信をもって記録できるようにする（共感的な人間関係）。

◎粒子的な見方を育てられるように、次のような学習過程で概念形成を図っていく。まず、「ふ

れる」過程では、６つ水溶液の性質を比較させることで、異なる性質を示すのは水に溶けて

いる物質によるものであることを実体的に理解させる。「追究する」過程では、気体のように

目に見えない物質も水の中に溶けて存在することを理解させる。5年生の学習を振り返りなが

ら小さな粒としての存在に実体的に気づかせる。さらに、固い金属が塩酸に溶けて見えなく

なっても存在し続け、再び違う粒として取り出せることを実体的に捉えさせる。「まとめる」

過程では、中学校の学習につなげられるように、粒子で表現したり、濃度の計算問題をした

りして、水溶液の濃さについて粒で考えられるように練習する。

◎小中一貫の系統で考えると、中学校の分子モデルに結びつくように、４学年から気体や水溶

液を粒で統一して表現して指導する必要があるかもしれない。しかし、水溶液の定義が曖昧

なだけでなく、「透き通った」とか、「ちらばる」などの表現で水溶液を表わせる児童が少な

いことを考えると、段階的に図にして表現していくのが望ましい。この単元では、アルミニ
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ウム粒子が塩酸の中に入っていく図を描くことはできるが、塩化水素の中の水素が気体にな

って出て行くことを扱うことができない。あくまで図で表現する場合でも、□の金属と違う

性質を持つ△の物質に変化したものとしてとどめることにした。

◎これまでの学習や実態から、理解するのに壁があると思われる箇所は、温度を上げると溶け

やすくなったのに、二酸化炭素は温めると溶けられなくなって気体になって出てくることや、

特定の物質ではなく別のものに変わったと表現することなどである。考察するための根拠を

挙げやすいように、「つなぎ教材」として、系統表を参考にして既習事項の掲示物を提示した

り、ヒントカードとして用意したりできるようにする。また、理解を確かなものにするため

のつなぎ教材として、宿題プリントやワークシートを準備する。

※できた子を待たせない指導として、理由を考えさせたり、班の中で説明させたり、次の課題

を準備させたりする。

・加熱実験や器具の扱いでは、実験ごとの注意事項を徹底させ、基本操作を習得させるととも

に、事故防止・試薬と廃棄物の扱いに留意する。

６ 指導・評価計画 （１１時間予定の９時間目） ◎学びのつながりを示す

過程 時間 主な学習活動 指導上の留意点 評価項目等

ふ １ 酸性・中性・アルカリ性の水よ ・色、におい、リトマス紙 【主体的態度】
れ う液 などを使って、水溶液の ○いろいろな水溶液の性質に興
る 1 ○いろいろな水溶液を区別するには 性質を調べる。 味・関心をもち、自ら水溶液

どうすればよいか、話し合う。 を区別しようとしている。〈行
動観察・発言分析〉

2 ○リトマス紙の使い方と薬品の扱い 【知識・技能】
方、実験の注意を知る。 ○リトマス紙を適切に使用し、

安全に水溶液を区別してい
3 ○リトマス紙を使って、水溶液を酸 る。〈行動観察・記録分析〉

性、中性、アルカリ性に分ける。 【思考・判断・表現】
○水溶液は、酸性、アルカリ性

６つの水溶液を簡単に比 及び中性の3種類に分けるこ
較実験できる工夫 とができることを表でまとめ
（製氷トレイを半分に切 ている。〈記録分析〉

4 ○やってみよう「ムラサキキャベツ 断し、水溶液６個の酸 【主体的態度】
液で調べてみよう」を行う。 性・アルカリ性を同時 ○水溶液とムラサキキャベツ液

に調べる。ガラス棒代 の性質を利用し、自ら身の回
わりに楊枝を使用す りにある水溶液を調べようと
る。２人で１実験。） している。〈行動観察〉

２ 気体がとけている水よう液 ◎溶けていた物が固体や気 【知識・技能】

5 ○気体が溶けているものは水を蒸 体として出てくることか ○水溶液には、気体が溶けてい

発させても何も出てこないこ ら、溶けている状態を考 るものがあることを理解して

追 とを調べる。 える。 いる。〈発言分析・記述分析〉

究

【主体的態度】

○水溶液の性質やはたらきを適

す 用し、身の回りにある水溶液

を見直そうとしている。

〈行動観察・発言分析〉

る １つのプレパラートに２

6 ○炭酸水を温めたり、振ってみたり つの水溶液をたらすこと

して気体が溶けていることを知り、 によって、合計６つの水
炭酸水を作ってみる。 溶液の蒸発を調べる工夫

３ 金属をとかす水よう液 ○塩酸に、アルミニウムと鉄 【知識・技能】

7 ○塩酸にアルミニウムや鉄を入れ、 を入れ、ほぼ同時に水素 ○水溶液に金属を入れると泡を

金属がどうなるか調べる。 が発生するように調整し 出して溶けることを理解す
8 ○塩酸に溶けた金属がどうなったか、 ておく。 る。〈発言分析・記述分析〉

予想する。 ○塩酸にアルミニウムが溶 【思考・判断・表現】
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9 ○塩酸に金属が溶けた液の中に、ア けた液を蒸発させ、出て ○出てきた泡の正体を考え
本 ルミニウムなどの金属があるか話 きた物の性質を調べる。 ながら、金属の行方を予
時 し合う。 想する。

【思考・判断・表現】
○水溶液に入れた金属の変化を
調べ、その結果を推論してい
る。〈行動観察・記述分析〉

【主体的態度】
○やってみよう「水酸化ナトリウム ○水酸化ナトリウムはアル

10 の水よう液に、アルミニウムや鉄を ミニウムをとかして気体
入れてみよう」 を発生することを主体的

金属とできた物質の導電 に調べている。〈行動分析
性を調べる工夫 ・記述分析〉

まと 11 ◎「確かめよう」、「学んだことを生 【知識・技能】
める かそう」を行う。 ○水溶液の性質を振り返る。〈記

述分析〉

７ 本時の学習

(1) ねらい

金属を溶かした塩酸を加熱して出てきた物質が、もとの金属であるかどうかを調べる活動

を通して、金属は塩酸に溶けて別の物質に変わったことを根拠をもとに考えている。

(2) 準 備

塩酸に溶けたアルミニウムと鉄の水溶液、アルミニウムと鉄の金属片、加熱器具、

スライドガラス、自作導通チェッカー、保護めがね

(3) 展 開

学習活動と 時 指導上の留意点
予想される児童の反応 間 ◎学びのつながり、※授業中の生徒指導３機能

１ 本時のめあてをつかむ。 ２ ○本時のめあてと前時に予想した結果を提示し、

めあてを再確認する。【めあてをしっかり】

２ 予想を発表する。 ３ ※自分の予想が発表者のどれになるかを考え、根

・あわになって出ていったの 拠を持てるようにする。【じっくり考える】。（自

だから、金属はもうなくな 己決定）

っている。 ◎これまで学習した次の内容を、つなぎ教材とし

・炭酸水や塩酸のように、気 て、系統表を参考にして提示できるように準備

体になって金属はなくなっ しておき、意見が出ないときに気づきを促せる

てしまうんじゃないかな。 ようにする。

・食塩のように金属は残って 鉄だけは磁石がつくこと（３年）、金属は電流を

いる。 流すこと（４年）、食塩が水にとけても重さは変

・色が変わったのだから、金 わらないこと（５年）、だ液がデンプンを違う物

属は水にとけている。 質に変えること（６年）、水を蒸発させて溶けて

いる物をとり出したこと（６年）、金属は塩酸に

泡を出してとけること（６年）

３ アルミニウムと鉄が溶けた 10 ・水を蒸発させる方法だけを気付かせてから実験

水溶液を数滴、スライドガラ 方法の説明をする。加熱後、冷ますのに時間が

スに取り、加熱する。 かかるので、その時に結果表をノートに記録さ

せる。

・白い粉が出てきたぞ。

めあて 塩酸にとけた金属はどうなったか
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・アルミニウムや鉄とちがう ○加熱の仕方を確認し、技能を身に付けさせる。

な。 特に、蒸発させるときは、加熱しすぎると、発

・あわになって出ていかない。 生した塩素で黄色くなったり、水に溶けない酸

・黄色くなったぞ。 化アルミニウムになったり、スライドガラスが

割れたりするので、弱火で半分蒸発するまで加

熱し、後は余熱で蒸発させる。ガラス棒で伸ば

すようにスライドガラスにのせる。

４ 蒸発させたものを観察し、 10 色とつや 電流 水に

もとの金属と比較する。 アルミニ ウム 白い 流れない とけた

・粉だから金属と違うな。 がとけたもの つやなし

・電流が流れないぞ。 鉄がとけ たも 白い（緑） 流れない とけた

・水にとけたぞ。 の つやなし

※２人１実験をすることにより、一人一人の作業

量を確保するとともに、話しやすい雰囲気の中

で協力して結果を導かせる。 （自己存在感）

○色とつや、電流、水へのとけ方を観察させ、結

果をノートに記入する。

○グループごとの結果を紹介し、共通理解を図る。

○複線型の指導として、すぐに結果を導けた児童

には、ノートに記録させる。

５ 塩酸にとけて出てきた物質 ５ ※自分の考えを隣の児童と交流する場を設け、自

で共通していることを友達と 分の考えを確かなものにするとともに、つまず

話し合う。 いている児童には他の児童の考えを参考にさせ

る。 （共感的な人間関係）

６ 結果からわかったことをノ 10 ○予想との違いを明確にできるように、教卓に集

ートに記入させ、クラス全体 めて比較させながら意見交流をする。

で交流する。 【まとめをしっかり】

◎「違うものに変わる」という表現が出なければ、

だ液の働きと同じように表現すればよいことを

知らせる。

【思考・表現】

塩酸に溶けていた金属が別の物質に変化して

いることを説明することができる。（記述分析）

７ 本時の学習を振り返る。 ５ ・「とける」だけを答えた児童に、元の金属との

○取り出した粉を塩酸の中に入 違いを考えるように指示する。つなぎ教材【発

れたらどうなるかを考える。 展型】として塩酸に中で泡を出して溶けている

・とける 金属の写真を提示する。

・あわを出さないでとける ◎教卓の前に集めて演示してみせ、元の金属と違

・あわを出してとける っていることを復習する。

【振り返りをみっちり】

わかったこと 塩酸にとけた金属は、違うものに変わった。

理由は、金属の性質をもっていないから。



・「水溶液」と「土地のつくりと変化」の単元で二人一実

験の体制ができたので、他の単元でも工夫していきたい。
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授業後のまとめ
１ 理科における目指す子ども像

○考察やまとめに結びつく、めあてを提示することにより、授業が分かりやすい。

○つなぎ教材を活用して、学びのつながりを意識する。

○予想や考察を自分の言葉でまとめられる。

２ 題材名・単元名「水よう液の性質」 １１時間 本時９時間目

３ つなぎ教材の活用と成果

・復習型 単元の最後になるため、子どもから発言が出てこない場面を市理科部会で協議し、5

つの場面で復習シートを用意した。

(1) 鉄だけは磁石がつくこと（３年）予想

(2) 金属は電流を流すこと（４年） 予想

(3) だ液がデンプンを違う物質に変えること（６年） 考察

(4) 水を蒸発させて溶けている物をとり出したこと（６年） 考察

(5) 金属は塩酸に泡を出してとけること（６年） ふりかえり

<成果>

子どもの意見が出ない場面で、つなぎ教材であるシートは有効に働いた。

学習した知識をつなぐのに有効に働いた。

４ 課題

・加熱する場面では立たせて行う方がよい。＜研究協議＞

・ねらいが金属が溶けていたから、別のものに変わったと変化するので、2回のねらいに分けた

方がよかった。＜研究協議＞

・予想の場面で○でなく△を描いた子どもの意見を具体的に言わせてから進めると、「別のもの

に変化した」をとらえやすい。＜指導主事講評＞

・保護眼鏡をしていても固体がはねるので気を付けさせる。＜指導主事講評＞

・実験をさせたら必ず一班ごとに結果を発表させたい。16班が短時間で発表できる工夫をする。

＜文科省講師講評＞

・本時の授業を２回に分けて、前半を前時にしておけば、塩化

アルミを十分取り出せ、発表時間を確保し、ねらいが２つに

ならなくてすんだし、実験時間を確保できた。＜反省＞

授業改善に向けて、私はこうします！
































































